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学  習  指  導  案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    指導教官：　

                                                         　　　　　　　　　　 授 業 者： 
日時： 平成20年6月16日（月）　第2時限目　―　中学1年　梅 組
平成20年6月17日（火）　第3時限目　―　中学1年　桜 組

平成20年6月18日（水）　第1時限目　―　中学1年　菊 組

平成20年6月18日（水）　第5時限目　―　中学1年　松 組

平成20年6月19日（木）　第2時限目　―　中学1年　竹 組

1. 場所：中学1年 各クラス　HR教室
2. 対象クラス：中学1年 梅 組　（生徒数　女子　45名）

　　　中学1年 桜 組　（生徒数　女子　45名）

中学1年 菊 組　（生徒数　女子　44名）

中学1年 松 組　（生徒数　女子　45名）

中学1年 竹 組　（生徒数　女子　44名）
中学1年生ということもあり、明るく元気で素直な生徒が多く、好奇心旺盛な生徒が多い。ただ、理科に対しては全体を苦手意識があるように思える。しかし、興味を持ったことに対しては反応があるので、分かりやすい。

中学理科の第2分野は、植物や動物など身近に感じることができる内容なので、少しでも理科に興味を持ってもられるような授業を行いたい。

3. 単元名：１．植物の世界　～第2章　葉のつくりとはたらき～
4. 単元の指導目標：エネルギーの流れという観点から、植物が行う光合成、生物が行っている呼吸を理解し、また植物が行う光合成は地球上の生物の生命活動を支えていることを理解する。
5. 単元の配当次数：①生物のエネルギーの動き（1時間）

　　　　　　　　　　②光エネルギーから生命活動のエネルギーへ　＜光合成と呼吸＞（1時間：本時）
　　　　　　　　　　③光合成と呼吸の関係（1時間）
6. 本時の題目と目標：「光エネルギーから生命活動のエネルギーへ」
前回学習した植物の光合成と生物が行う呼吸を比較し、光合成はエネルギーをデンプンという形で貯め込んでいることであるのに対し、呼吸はその貯め込んだエネルギーを放出し、生命活動に利用するはたらきであることを理解する。
7. 本時の指導過程
	過程
	学習内容
	学習活動
	指導上の注意点
	教材教具

	導入
5分

	前回の復習

	前回の復習
植物が行う光合成によって生物の生命活動が支えられていることを確認する。

	前回のノートを開かせ、前回の内容を確認していく。

◆光合成とエネルギーとの関係を説明する。
· ゲーム機は充電してエネルギーを貯めている。

· ヒトを含む動物は食べることによってエネルギーを蓄えている。

· 植物は光合成を行い、光エネルギーをデンプンに貯め込んでいる。

· 植物の光合成は生物の生命活動を支えている。
「では、今日はその光合成をもう少し詳しく見ていきましょう！」
生徒の頭を今日の学習内容へと切り替えさせる。
	教科書
ノート

	展開
40分
	光合成を行う場所と、その材料と生成物は何か？
作ったデンプンをどこで貯めているのか？
光合成と呼吸との関係はどのようになっているか？

貯めたエネルギーをどのようにして使っているか？

実験結果から光合成と呼吸との関係がどうなっているかの確認
	光合成について
· 光合成を行う場所は？

· 材料と生成物は？
酸素と二酸化炭素の出入り口は気孔であることを知る。

光合成と二酸化炭素の関係を確認する実験方法を学ぶ。

植物はデンプンを植物の体内に貯めこんでいることを理解する。
エネルギーという観点から光合成と呼吸について理解する。

生物は呼吸により、食べることによって蓄えたエネルギーを取り出し、生命活動のためのエネルギーとして取り出していることを理解する。
実験から、二酸化炭素を吸収して光合成をしていること、呼吸により二酸化炭素が放出されていることを確認する。
	◆光合成について確認
· 葉の細胞にある葉緑体で行っている。（教科書p22で確認）
· 二酸化炭素と水からデンプンと酸素ができる。
◆二酸化炭素と酸素の出入り口について説明。

ヒトの場合を考えさえ、植物は気孔が出入り口であると説明する。（教科書p23で気孔を確認させる。）

◆光合成と二酸化炭素の関係を実験で確認する。
◆演示実験の仕込み

BTB液とオオカナダモを使い、光合成の実験を行う。（授業の後半で結果を確認）

· 実験の方法、BTB溶液の特性を説明する。
· 実験の結果を生徒に予想させ、なぜそのように予想したのか話し合わせる。

「何色に変化するか書き込んでごらん？」

「近くの人と同じかな？見比べてみて？」

「同じだったら、どうしてそう予想したのか説明できるかな？」

· ◆デンプンについて考えていく。

· 光合成でできたデンプンはどこに蓄えているか？
· ジャガイモやタマネギなどを例に、「植物は体のさまざまな部分にデンプンという形で太陽の光エネルギーを貯め込んでいる」ことを説明する。
◆光合成における酸素と二酸化炭素の関係と呼吸における酸素と二酸化炭素の関係に注目する。
・　光合成と呼吸では、酸素と二酸化炭素の関係が放出と吸収という面で逆であることに気づかせる。

· 光合成はエネルギーの吸収に対し、呼吸はエネルギーの放出であると理解させる。
・エネルギー放出反応である呼吸により、生命活動に必要なエネルギーが供給されていることを理解させる。
◆実験の結果を確認。

BTB液の色の変化から、何が分かるのか整理する。

· 光を当てることにより二酸化炭素が吸収され光合成が行われた。

· 光を当てないと光合成は行われず呼吸が行われ、二酸化炭素が放出された。
	教科書
プリント
　　　　　　　　　
プリント

	まとめ
5分
	本時のまとめ
	光合成・呼吸について理解する。
	本時のまとめ
· 光合成は葉緑体で行われる。

· 気体の出入りは気孔を通して行われる。
· 光合成は光エネルギーを生物体へ取り込むはたらきであり、呼吸はそのエネルギーを生命活動を行うために取り出すはたらきである。
	


9. 板書計画

　＜生物のエネルギーの流れ＞（前回の復習なので模造紙に書いて説明のため使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　E　　　　　　　E　　　　　　　E

　　　　　太陽の　　　　　　　　　　　　　植物　　　　　動物　　　　ヒト

光エネルギー　　　　光合成

                                       E

＜葉＞
葉緑体：光合成を行っているところ（植物の細胞の中にある）

気　孔：二酸化炭素、酸素の出入り口（葉の裏側に多く存在する）
　　　　
＜光合成と呼吸＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　太陽の光エネルギー

　　　　　　　　 
E      光 合 成


二酸化炭素　　　　　　　　　　　　　　　　  酸素
              　  水           　　　　　　　　　　　  　デンプン
                        　　　　　　呼　　吸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生命活動の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネルギー

10. 評価：光合成がデンプンという形で光エネルギーを植物の体内に貯め込むはたらきであるのに対し、呼吸はその貯め込んだデンプンを分解することでエネルギーを放出し生命活動に利用する役割を果たしていることを理解できたかどうか。
11. 自己評価・反省：光合成は太陽の光エネルギーをデンプンに貯め込こんでいる、それに対して呼吸は食べることによって蓄えたエネルギーを、生命活動のエネルギーとして取り出すことである、と説明したいと思っていました。しかし、実際の授業で私は、呼吸は蓄えたエネルギーを生命活動のエネルギーとして使うことであると言ってしまい、呼吸はエネルギー消費であると伝えてしましました。家で練習したにもかかわらず、授業でその練習の成果を出すことができなかったので、呼吸に対して自分の理解の仕方が反映されてしまったのだと思います。

細かいことですが、自分の理解の仕方によって誤った伝え方をしてしまうので、細心の注意を払いながら授業に臨むべきであると改めて思いました。

